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スマートデバイスを用いたマルチエージェントモデルに基づく津波避難疑似体験システム
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Tsunami Evacuation Experience System Based on Multi-Agent Model using Smart Device
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システムの構築
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近年多発する大規模な災害に対し，堤防な
どのハード面の対策だけでは限界がある．

田老町の津波が乗り越えた堤防東日本大震災後の陸前高田市役所

出典: 災害写真データベース

都市・地域モデルの作成

避難シミュレーション

防災意識を高めるソフト面の対策が重要

☆研究の目的

VR装置について
本研究では，避難場所からの視点および避難者の
視点の全天球動画を作成した．
スマートフォン単体でVR可視化を行うことができる
が，スマートフォン挿入型HMDを用いることでより臨
場感の高いVR体験も可能となる．

津波への防災意識向上を目的とし，都市・地域モデル，津波の解析結果，
避難シミュレーション結果を統合し，スマートフォンで閲覧可能なVR体験
型津波避難シミュレーションシステムの構築

経路選択を行う際に，重みに基づい
て次に向かうノードを比較し，効用
の大きい経路を選択する重力モデ
ル式を採用した．

また，中土佐町の年齢分布に基づ
きモデルの年齢ごとの人数を調整し，
年齢ごとに歩行速度を変えた．

本研究では，スマートフォンで閲覧可能なVR体験型津波避難シミュレーションシス
テムの構築を行い，その結果以下の成果を得た．
• QRコードを活用した防災マップとスマートフォンを用いることで，VR可視化結果
への容易なアクセスが可能となった．

• 避難シミュレーション結果を導入し，避難者視点の可視化機能により，容易に
避難体験をすることを可能とした．

• アンケート結果から本システムは防災教育に有効であることが確かめられた．

• 人口密度情報を用いた多動派同調性バイアスの考慮した避難シミュレ
ーション結果の導入

• 建物の倒壊を考慮した津波解析結果の導入

結論

今後の課題

アンケート調査の実施

対象地域内にある久礼中学校の
中学1年生と保護者，教員（約50

名）にシステムを公開し，アン
ケート調査を行った．そのうちの
有効回答者数は37名であった．
Q3 において4と5を選択した人の
割合が約89% と非常に高いこと

から，本システムは防災教育に
有効であると考えられる．

システムの適用


